
令和５年度 地域間幹線系統の運行状況について

考察

路線名
沿線
市町村

起点
・
終点

運行回数／日
Ｒ５年度
実績値

Ｒ５年度
目標値

評価（※1） Ｒ５年度 昨年度比増減 経常損益（円）
補助内定額

（国＋三重県）
その他補助額
（円）（※3）

事業者負担予定額（円） 県による考察

1 津太陽の街
津市
鈴鹿市

千里駅前
・

太陽の街
8.9往復 11.5人 15.0人 C 25,621人 ＋289人 ▲ 17,184,290 2,279,000 14,905,290

本路線は、大規模な郊外住宅団地（太陽の街、杜の街、千里団地）沿線を運行し、近鉄千里駅に至る路線
である。沿線地域における通勤、通学の移動手段として欠かせない路線となっており、近鉄千里駅での乗
降が多くなっている。近年は利用が低迷していたが、「杜の街」団地における分譲開発を見据えて令和５
年10月1日より運行経路を変更し循環系統となった。同変更により運行の効率化も期待されるが、輸送状況
については経過を注視し、適宜対応していく必要がある。

2 安濃 津市
津駅前
・
市場

10.1往復 32.3人 27.2人 A 90,036人 ＋2,776人 ▲ 29,501,485 11,582,000 17,919,485

本路線は、津市中心部と安濃地域を結ぶ路線である。津駅、津新町駅での乗降が多く、安濃地域の住民に
とっては津市中心部さらには津市外への移動手段として重要な路線である。通勤・通学目的の利用者が多
く、日中時間帯における利用者の確保が課題となっている。津市で取り組まれている「シルバーエミカ」
との相乗効果を模索するなど、様々なニーズでの利用が広がるよう効果的な利用促進に努める必要があ
る。

3 辰水（A） 津市
津駅前
・
穴倉

5.0往復 15.5人 15.0人 A 45,816人 ＋2,740人 ▲ 13,488,001 6,773,000 6,715,001

本路線は、美里地域及び安濃地域と津市中心部を結ぶ路線である。津駅、津新町駅での乗降が多く、美里
地域及び安濃地域の住民にとって津市中心部さらには津市外への重要な移動手段となっている。輸送量が
低迷しており、国庫補助要件の下限を僅かに上回る程度である。沿線には高校、総合病院、官公庁等も多
いことから、通勤、通学、通院等、様々なニーズでの利用が広がるよう、津市で取り組まれている「シル
バーエミカ」との相乗効果を模索するなど、効果的な利用促進に努める必要がある。

4 津三雲
津市
松阪市

津駅前
・

天白回転場
10.5往復 37.8人 36.7人 A 108,398人 ▲ 3,305人 ▲ 15,185,869 8,132,000 7,053,869

本路線は、津市中心部と松阪市北東部を結ぶ路線である。沿線には大型商業施設（イオンモール津南）が
あり、大型商業施設のオープンより利用者が増加している。また、令和3年11月1日には「空港アクセス
港」で接続する津エアポートラインのダイヤ改正に合わせて接続ダイヤの見直しを行った。通勤、通学、
買い物等の利用が多い一方、空港アクセス線港での乗降は平日休日共に少なくなっている。今後は、様々
なニーズでの利用が広がるよう、大型商業施設利用者のマイカーからの転換、コミュニティバスとの乗継
設定等をとおして、情報発信の強化、利用促進が必要である。

5 榊原（A） 津市
津駅前
・

榊原車庫前
13.8往復 51.0人 46.9人 A 182,984人 ＋12,411人 ▲ 40,229,239 21,998,000 18,231,239

本路線は、久居地域と津市中心部をつなぐ路線である。主に久居駅での乗降が多くなっており、久居地域
と津市中心部さらには津市外とを結ぶ重要な路線である。沿線には観光施設や総合病院もあり、令和元年7
月からは、ベビースター工場一体型テーマパーク（おやつタウン）に乗り入れを行っており、利便性向上
や利用促進のため、おやつタウン経由便を増強している。引き続き様々なニーズでの利用が広がるよう、
津市で取り組まれている「シルバーエミカ」との相乗効果を模索するなど、効果的な利用促進に努める必
要がある。

6 榊原（C） 津市
津駅前
・

榊原車庫前
5.8往復 21.4人 18.5人 A 78,155人 ＋5,322人 ▲ 22,070,323 9,032,000 13,038,323

本路線は、久居地域と津市中心部をつなぐ路線である。主に久居駅での乗降が多くなっており、久居地域
と津市中心部さらには津市外とを結ぶ重要な路線である。沿線には観光施設や総合病院もあり、令和元年7
月からは、ベビースター工場一体型テーマパーク（おやつタウン）に乗り入れを行っており、利便性向上
や利用促進のため、おやつタウン経由便を増強している。津市で取り組まれている「シルバーエミカ」と
の相乗効果を模索するなど、効果的な利用促進に努める必要がある。

7 長野 津市
津駅前
・
平木

11.5往復 41.4人 36.8人 A 155,183人 ＋7,447人 ▲ 39,259,104 20,734,000 18,525,104

本路線は旧美里村や津市内の郊外住宅団地（片田団地）と津市中心部を結ぶ路線である。津駅、津新町駅
での乗降が多く、美里地域及び津市西部地域と津市中心部さらには津市外を結ぶ重要な路線である。沿線
には高校、総合病院、官公庁等も多いことから、様々なニーズでの利用が広がるよう、津市で取り組まれ
ている「シルバーエミカ」との相乗効果を模索するなど、効果的な利用促進に努める必要がある。

8 椋本 津市
イオンモール津南

・
椋本

16.3往復 94.5人 86.3人 A 315,092人 ＋14,190人 ▲ 30,406,427 2,850,000 27,556,427

本路線は、津市北部の芸濃地域から津市中心部を通り、津市南部にある大型商業施設までを結ぶ路線であ
る。津市中心部を南北に横断する形となることから利用ニーズは多岐にわたる。大型商業施設への乗り入
れを実施以降、利用が多くなっている。今後もより利用しやすい路線となるようコミュニティバスを含め
た他の路線との乗継利便性の向上等をとおして相乗効果を生み出していく必要がある。

9 香良洲 津市
イオン津

・
香良洲公園

13.9往復 52.8人 55.6人 B 162,506人 ▲ 8,771人 ▲ 22,707,548 11,732,000 10,975,548
本路線は、津市南東部の香良洲地域と津市中心部を結ぶ路線である。商業施設（イオン津、イオンモール
津南）への移動を可能としている路線で津市中心部を南北に横断することから通勤、通院、買物等さまざ
まなニーズがある。香良洲地域の住民にとっては、津市中心部更には津市外とを結ぶ重要な路線である。

10 波瀬 津市

三重中央医療セン
ター
・

室の口

9.6往復 19.2人 16.3人 A 74,545人 ＋10,461人 ▲ 33,409,441 6,470,000 26,939,441

本路線は、津市一志地域及び久居地域を運行する路線である。沿線には高校や総合病院があり、久居駅と
三重中央医療センターでの乗降が多くなっており、沿線住民の通勤、通学、通院等の日常生活になくては
ならない路線である。しかしながら、近年輸送量が減少傾向にあり、今後も減少に歯止めがかからず輸送
量が国庫補助要件の下限を下回ることとなると路線の見直しが必要となる。様々なニーズでの利用が広が
るよう、津市で取り組まれている「シルバーエミカ」との相乗効果を模索するなど、効果的な利用促進に
努める必要がある。

11 久居高茶屋 津市
久居駅東口

・
香良洲公園

11.9往復 38.0人 36.8人 A 101,322人 ＋40人 ▲ 13,417,183 6,150,000 7,267,183

本路線は、津市南東部の香良洲地域と久居駅を結ぶ路線である。香良洲線と共に香良洲地域の住民にとっ
ては津市中心部や津市外とを結ぶ重要な路線であるが、久居駅と高茶屋団地前での乗降が多くなってい
る。既に取り組まれている三重交通と沿線企業との連携（企業定期券）の効果検証や沿線周辺施設との連
携等と合わせて、引き続き有効な利用促進を実施する必要がある。

12 名張奥津（B）
名張市、
津市、
奈良県御杖村

名張駅前
・
敷津

5.6往復 16.2人 15.0人 A 47,610人 ＋1,214人 ▲ 22,972,438 5,257,000 863,000 16,852,438

本路線は、名張市内より、旧美杉村を経由して奈良県御杖村に至る山間部を運行する路線である。地域住
民の通院や買い物などの日常生活の移動手段として重要な路線であるが、沿線地域の人口減少、コロナ禍
の影響による高齢者の外出機会の減少等の要因によって、輸送量が減少しており、国庫補助要件の下限を
僅かに上回る程度にとどまっている。輸送量の減少に歯止めがかからなければ路線の見直し検討が必要な
状況にあり、地域住民の利便性を確保し、曽爾高原や東海自然歩道への観光利用の観光誘客を図るなど、
今後も路線の特徴も生かした利用促進を図る必要がある。

13 亀山椋本

亀山市
津市
※廃止代替バ
ス

亀山駅前
・
椋本

9.3往復 9.3人 15.0人 C 15,030人 ▲ 275人 ▲ 19,008,298 2,159,000 16,849,298

本路線は、亀山市と津市（芸濃地域）を結ぶ唯一の広域バス路線であり、沿線には亀山高校があるほか、
JR亀山駅にて鉄道との乗継ぎによる通学利用目的が多い。輸送量は厳しい状況が続いており、学生の通学
利用や沿線住民の日常利用などの利用喚起が必要である。亀山市、津市との連携による利用促進啓発活動
にも取り組まれている。亀山駅への移動需要が中心であることから鉄道との乗継を考慮したダイヤ設定が
必要である。

※1 A（目標達成率100％以上）、B（目標達成率90%以上）、C（目標達成率90%未満） ※2 営業係数：100円の経常収益を得るために必要な経常費用の額 ※3 その他補助等額：他県運行分に対する補助
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